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本
に
は、
旧
制
松
本
中
学

化
が
進
む
中
で
秩
田
県
で

（
現・

松本深志高校）
が

は、
新
し
い
国
際
系

保守夫

あ
り
、今

の
信州
大
学
に
つ

学
の
関
学
構
想
を真
剣
に
検

な
が
る
旧
制

松本高校
が
あ

討
し

て
い
ま
す 。

っ
た。
一
方
、在
野
で
は日

し
か
し 、
ど
うも
長
野
県

本
で一
番
伝
統

の
あ
る
教
育

は知
的

ア正木来戦
略
に
欠
り

サ
ー

ク
ル

の
信組
教
育
会
が

て
い
る
よ
う

に
思い
ま
す 。

を
、ク
ロ
ー

ズ
アッ
プ
さ
せ
活
躍
し

て
い
た。

多
元
的
でユ
ニ
ー

ク
な
可
能

た
の
で
す。

乙
う
し
た
歴
史
を
顧
み
る

性
を
秘
め
た
信
州
大
学へ

の

そ
の
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
松
と、
ど
う
も
最
近

の
長野
県

か
かわ
り
方
や支
援態
勢
も

民
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
引
き
出
し
て

消
極
的
だ
と
思い
ま
す 。
日

本
の
近
代
を
開
き
、人
材
を

育
て
る
た
め一
生
懸
命
教
育

に
尽

く
し
た
先
人
を
踏出
し

県政メモ⑮一働

ぐ0・八六倍となり、全国

県内の就業率（七年調査）平均の0・四八
倍を点きく

は六三・一ニ必で、昭塑ハ十上回った。日
銀松杢又店の

年以降連続で全国一位とな分析では「人口
平人当たり

っている。高齢者の就業率の事業所数が全国九位で、

も五十五年以降連続で一位組立加工、建設業な
ど入手

に聞き、女性の就業率も金のいる産業の割合が高い

国を六・七時上回り、五十上、技術レベルが高く、大

年
以降辿続して三位。就業手メーカーからの仕事績が

率
の高さに比例し、
有効求安定している」のが盟国と

人倍率も全国屈指。十一年いう。

は筒井県の0・八八倍に次

『m・
市
知
事
選」
第1
部
⑩

曝
敵
に
物
申
す

っ
た。

志を持っ
た
人
た
ち

が
、い
わ
ば
、知
性
や
教
育

の
レベ
ル
で
日
本
の近
代
を

担っ
て
い

く
ん
だ
と
い
う
気

概
が
ずっ
と
あっ
た。
ぞ
れ

が
教
育
県
と
し

て
の
長
野
県

東京外国語大学長

中嶋嶺雄氏
は
、特

に
教
育
県
と
し

て
の

地
盤
が
著
し

く
沈
下
し

て
い

ま
す 。
乙

れ
は一
番
大
き
な

欠
陥問だ
と
思っ
て
い
ま
す 。

こ
の
際
、「
教
育
県」
と
い

う
評
価
を
是
非
復
活
す
るべ

き
で
はな
い
で
しょ
う
か 。

高
等
教
育
は二
十一
世
紀に

向
け

て
非
常
に
可
能
性

の
あ

る
分
野
だ
と
思
う
ん
だ
け
れ

ど
、そ

の
こ

と
に
対
す
る
認

識

が非常
に
希
鴻
だ
と
思い

ま
す 。大

学
の
数を
とっ
て
み
て

も
、静
岡
、新

潟
、富
山
、

山
梨
、群
馬
な
ど
隣
県
の
ほ

弓訴
、国
立
、
県立
、私
立

が
競
う
よ
う

に
存
立
し 、
は

る
か
に
教
育
に
熱
心
に
なっ

て
き

て
い
ま
す 。
進
学
と

か 、
受
験
競
争
が
すべ
て
で

はな
い
に
し

て
も 、

知的な

未来へ
の
取
り
組
み
を
積極

的
に
進
め
て
い
ま
す 。
少
子

た
信
州
だ
か
ら
こ
そ
、残
念

な
乙

と
だ
と
思い
ま
す 。

国
立
大
学

の
独
立
行
政
法

人
化へ

の動きなど教育
に

限
A
矛 、

あちゆ
る
分
野
で

「
公

の
時
代」
はす
で
に
終

わ
り
、二
十一
世
紀
は「
毘

の
時
代」
で
す 。
県
政
は日

本
の
官
僚
的
な
縦
割
り
行
政

か
ら
脱
皮
し 、
国
か
ら

の
規

制
や
権
限
を
中
継
す
る
の
で

はな
く、
民
間

の
持っ
て
い

るエ
ネ
ル
ギ
ー

を
引
き
出
す

媒
介
者
で
あ
るべ
き
で
はな

い
で
しょ
う
か 。

（
第
1

部
お
わ
り）
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